
 

2025年度 スマート物流研究小委員会  議事次第 

 
■日時： 2025年11月22日（土）12:00～13:00 
 

■場所： 
対面会場：福井工業大学内 会議室1  
 

■メンバー（五十音順）： 

別紙参照 
 

■議事： 

1. 小委員会関係セッションの紹介（5分） 
・ スペシャルセッション：スマート物流の実現に向けた官民協働の可能性 
・ 企画セッション：スマート物流を支える計画・データ・技術 

 
2. 小委員会メンバーの取り組み（20分） 
・ 新都市社会技術融合創造研究会（近畿地整） 

「官民連携による特殊車両通行制度のデジタルトランスフォーメーション」 
・ 物流イノベーション実装支援事業 

「新モーダルシフトを進めるＤＸ型トレーラ・トラクタ方式の基盤実装事業」 
・ 令和 7年度 物流イノベーション実装支援事業 

「新モーダルシフトを進めるＤＸ型トレーラ・トラクタ方式の基盤実装事業」 
 

3. 最終年度の取り組みについて（30分） 
 
4. その他（5分） 
・ 19時 00分〜懇親会 

蟹と海鮮、個室居酒屋 葵屋-あおいや- 福井店 
https://tabelog.com/fukui/A1801/A180101/18010475/ 
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第3回委員会



 
土木計画学研究委員会 スマート物流小委員会名簿 

 

 

役職 ⽒名 所属 メールアドレス キーワード

⼩委員⻑ ⼭⽥ 忠史 京都⼤学⼤学院 yamada.tadashi.2x@kyoto-u.ac.jp 物流MaaS・技術経営・スパコン
副⼩委員⻑ ⽥名部 淳 株式会社 地域未来研究所 tanabe@refrec.jp 物流MaaS・技術経営
幹事⻑ 塩⾒ 康博 ⽴命館⼤学 shiomi@fc.ritsumei.ac.jp 特⾞・⾞両挙動・インフラ設計
幹事 岡 英紀 ⼀般財団法⼈ 計量計画研究所 hidekioka@ibs.or.jp ⽴地戦略・特⾞
委員 Ali-Gul Qureshi 京都⼤学⼤学院 qureshi.aligul.4c@kyoto-u.ac.jp

委員 Jan-Dirk Schmöcker 京都⼤学⼤学院 schmoecker@trans.kuciv.kyoto-u.ac.jp

委員 相浦 宣徳 北海商科⼤学⼤学院 aiura@hokkai.ac.jp マルチモーダル
委員 秋⽥ 直也 神⼾⼤学 akita@maritime.kobe-u.ac.jp マルチモーダル

委員 磯⾕ 公嗣 株式会社 トランストロン misogai@fujitsu.com

委員 加藤 博敏 復建調査設計株式会社 katouhr14@gmail.com マルチモーダル，⾃動運転

委員 坂井 勝哉 ⼤阪⼤学⼤学院 k.sakai@jrl.eng.osaka-u.ac.jp 電動化

委員 佐久間 翔⼀ 佐久間⾏政法務事務所 info@tokusya-office.net 特⾞．DX，プラットフォーム
委員 佐野 可⼨志 ⻑岡技術科学⼤学⼤学院 sano@vos.nagaokaut.ac.jp

委員 柴崎 隆⼀ 東京⼤学⼤学院 shibasaki@sys.t.u-tokyo.ac.jp 挙動分析，モーダルシフト
委員 島⽥ 孝司 ⽴命館⼤学 shimadat@fc.ritsumei.ac.jp 特⾞，物流MaaS
委員 須﨑 純⼀ 京都⼤学⼤学院 susaki.junichi.3r@kyoto-u.ac.jp

委員 ⽵内 新⼀ 株式会社 地域未来研究所 takeuchi@refrec.jp 物流MaaS
委員 塚井 誠⼈ 広島⼤学⼤学院 mtukai@hiroshima-u.ac.jp 物流効率化

委員 坪⽥ 隆宏 愛媛⼤学 t.tsubota@cee.ehime-u.ac.jp 特⾞折進
委員 中尾 聡史 京都⼤学⼤学院 nakao@trans.kuciv.kyoto-u.ac.jp

委員 服部 宏充 ⽴命館⼤学 hatto@fc.ritsumei.ac.jp マルチエージェント
委員 兵藤 哲朗 東京海洋⼤学 hyodo@kaiyodai.ac.jp ダブル連結ほか
委員 平⽥ 輝満 茨城⼤学 terumitsu.hirata.a@vc.ibaraki.ac.jp ⾃動運転・隊列⾛⾏
委員 松本 修⼀ ⽂教⼤学 shuichi@bunkyo.ac.jp 運転挙動

委員 ⼭本 隆 株式会社⾼速道路総合技術研究所 t.yamamoto.ae@ri-nexco.co.jp

委員 ⽑利 雄⼀ ⼀般財団法⼈ 計量計画研究所 ymohri@ibs.or.jp

委員 安⽥ 昌平 東京⼤学⼤学院 s.yasuda@civil.t.u-tokyo.ac.jp

委員 渡部 ⼤輔 東京海洋⼤学 daisuke@kaiyodai.ac.jp 拠点整備
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第72回⼟⽊計画学研究発表会・秋⼤会
スペシャルセッション（SS）企画案

n ⽇時︓2025年11⽉22⽇（⼟）13時15分〜14時45分
n 会場︓福井⼯業⼤学 第6会場
n タイトル︓スマート物流の実現に向けた官⺠協働の可能性
n 開催趣旨︓物流は社会を⽀えるインフラである以上，⾏政には公共性の観点から

制度や基盤整備の責任が求められるが，⾏政のリソースでは限界があり，⺠間が
保有するデータや技術を活⽤する余地は⼗分ある．本SSでは，⾏政と⺠間がそれ
ぞれの役割と限界を踏まえたうえで，持続可能なスマート物流の実現に向けた連
携の可能性について議論したい．

n セッション構成︓司会 (株)地域未来研究所 ⽥名部 淳⽒
–話題提供（各12分）
• 国交省道路局⾞対室 柏⽒︓道路情報便覧整備の取り組みと課題（仮）
• ⽴命館⼤学 塩⾒︓道路情報便覧の更新・特⾞通⾏許可審査に関わる⺠間情報活⽤

の可能性
• 国⼟交通省物流・⾃動⾞局 林⽥⽒︓中継輸送に関わる⾏政の取り組み（仮）
• センコー（株） 殿村⽒︓「TSUNAGU STATION 浜松」の取り組みと課題と実運

⽤上の課題（仮）
• ⻑岡技術科学⼤学 佐野教授︓⻑距離輸送における広域物流拠点整備に関する研究
–全体討議（30分）
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【企画セッション案】 
n タイトル（和⽂）：スマート物流を⽀える計画・データ・技術 
n タイトル（英⽂）：Planning, Data, and Technologies for Smart Logistics 
 
n オーガナイザー：岡英紀（IBS） 
 
n 概要（和⽂，300 字）： 

物流業界は，深刻な⼈⼿不⾜や脱炭素化への対応など構造的な課題に直⾯しており，持続
可能で効率的な物流の実現が求められている．そのためには，ICT や先進技術を活⽤して物
流を効率化・最適化する「スマート物流」を構築することが必要である．スマート物流を構
築するためには，これを⽀える計画，データ，技術に関する幅広い研究が重要である．本セ
ッションでは，広域物流・地区物流を効率化するための都市・交通計画や社会実装の取組，
ロボティクスや EV トラック，ダブル連結トラックといった最新技術の導⼊，これらに関連
するデータの収集と利活⽤，データに基づく解析・モデリング技術や施策評価に関する研究
報告を広く募集する．  
 
n 講演題⽬ 
1. 物流ＤＸ時代における「新たな官⺠協働」の可能性に関する研究 

*島⽥ 孝司 1、塩⾒ 康博 1、中尾 聡史 2、岡 英紀 3、磯⾕ 公嗣 4 (1. ⽴命館⼤学、2. 
京都⼤学⼤学院、3. ⼀般財団法⼈計量計画研究所、4. 株式会社トランストロン) 

 
2. 特⾞申請許可ログデータと ETC2.0 プローブデータを⽤いた特殊⾞両の利⽤経路特性

に関する分析 
*五⼗嵐 悠 2、塩⾒ 康博 1 (1. ⽴命館⼤学、2. 元 ⽴命館⼤学) 

 
3. 輸送機能を考慮したトラックドライバーの就業時間帯の実態把握 

*河内 優⽃ 1、塚井 誠⼈ 1、⽵林 幹雄 2、⽯⿊ ⼀彦 2 (1. 広島⼤学⼤学院、2. 神⼾⼤
学⼤学院) 

 
4. 商⽤⾞プローブデータからみる「物流 2024年問題」前後のトラック運⾏形態変化に関

する⼀考察 
*吉⽥ 幸司 1、林⽥ 雄介 2、塩⾒ 康博 3、岡 英紀 4、島⽥ 孝司 5 (1. 株式会社トラン
ストロン情報サービス第⼀開発部、2. ⼟交通省物流・⾃動⾞局物流政策課、3. ⽴命館⼤
学理⼯学部環境都市⼯学科、4. ⼀般財団法⼈計量計画研究所研究本部データサイエンス
室、5. ⽴命館⼤学総合科学技術研究機構) 
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5. 貨物⾞プローブデータを⽤いた停⾞判定⼿法の⽐較評価：単⼀閾値法と迂回度に基づ
く階層的⼿法 

*平林 ⼤樹 1、⼭⽥ 敏之 2、三橋 菜⽉ 2、楽 奕平 1 (1. 芝浦⼯業⼤学、2. 建設技術研
究所) 

 
6. ⾃動配送ロボットの社会実装に向けた導⼊プロセスに関する⼀考察 

*⽚桐 ⿓之介 1、森本 章倫 2 (1. 早稲⽥⼤学⼤学院 創造理⼯学研究科、2. 早稲⽥⼤学
理⼯学術院) 

 
7. ⼤阪府内における鉄道コンテナの集配送にみられる配⾞特性の分析 

*秋⽥ 直也 1 (1. 神⼾⼤学) 
 
8. 商⽤⾞電動化に向けた共⽤拠点充電インフラおよび充電スケジュールの最適化 

*中島 実 1、坂井 勝哉 2、Schmöcker Jan-Dirk1 (1. 京都⼤学、2. ⼤阪⼤学) 
 
9. スマートフォンのみを⽤いた EV動的総重量および⾛⾏消費電⼒量推定モデル 

*坂井 勝哉 1、⽯⽥ 航 2、鍬⽥ 泰⼦ 2、太⽥ 豊 3 (1. ⼤阪⼤学、2. 神⼾⼤学、3. 株式
会社 eVooster) 

 
10. 適応的⼤規模近傍探索法を⽤いた都市内貴重品回収の経路最適化 

*上⽥ 匠⼈ 1、Qureshi Ali Gul2、⼭⽥ 忠史 3 (1. 京都⼤学⼤学院⼯学研究科、2. 京都
⼤学⼤学院⼯学研究科准教授、3. 京都⼤学経営管理⼤学院教授) 

 
11. 4 時点の物流センサスデータを⽤いた財の地域間代替弾⼒性の推定 

*⾕下 雅義 1 (1. 中央⼤学) 
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官⺠連携による特殊⾞両通⾏制度の
デジタルトランスフォーメーション

⽴命館⼤学 塩⾒康博

1

令和7年11⽉22⽇(⼟)
スマート物流研究⼩委員会
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研究メンバー

nプロジェクトリーダー︓⽴命館⼤学 塩⾒ 康博

nプロジェクトメンバー︓
n⽴命館⼤学 An Minh Ngoc
n京都⼤学⼤学院 ⼭⽥ 忠史・中尾 聡史
nデータバイザー 島⽥ 孝司
n（株）トランストロン 磯⾕ 公嗣・吉⽥ 幸司
n（⼀財）計量計画研究所 岡 英紀

2
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n特殊⾞両︓⼀般的制限値を超える⾞両 or 構造が特殊な⾞両

3

タンク型

コンテナ型 スタンション型

⾃動⾞運搬⽤
フルトレーラ

建設機械類

あおり型

海上コンテナ

重セミ

ダブルス

ポールトレーラ

トラック（単⾞）船底型

バン型

幌枠型

高さ ３．８ｍ
※指定道路４．１ｍ

長さ １２ｍ
幅 ２．５ｍ

最小回転半径１２ｍ

総重量 ２０ｔ ※指定道路２５ｔ
（車両自重＋積載物重量＋乗員）

軸重１０ｔ

輪荷重５ｔ輪荷重５ｔ

（隣り合う車軸の
軸の距離により）

２軸の軸重合計

１８ｔ～２０ｔ

特殊車両の範囲（イメージ）

重量

特車基準下限値

特車許可

基準

軽い

重い

※ 一般的制限値を一つでも超える車両は、道路管理者の
通行許可が必要 寸法小さい 大きい

＜許可必要＞

＜許可不要＞

＜通行不可＞

例：トラック

例：建設機械類

例：コンテナ車

例：ポールトレーラ

特殊車両

一般的

制限値

一般的

制限値

特車許可

基準

例：乗用車

一般的制限値

特殊⾞両通⾏許可制度に関わる諸課題
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n昭和46年4⽉15⽇ 改正道路法＜第47条の２＞

4

道路管理者は、⾞両の構造⼜は⾞両に積載する貨物が特殊であるためやむを得
ないと認めるときは、前条第⼆項の規定⼜は同条第三項の規定による禁⽌若し
くは制限にかかわらず、当該⾞両を通⾏させようとする者の申請に基づいて、
通⾏経路、通⾏時間等について、道路の構造を保全し、⼜は交通の危険を防⽌
するため必要な条件を付して、同条第⼀項の政令で定める最⾼限度⼜は同条第
三項に規定する限度を超える⾞両（以下「限度超過⾞両」という。）の通⾏を
許可することができる。

曲線半径

曲線延長

センターライン

センターライン

車道幅員

車両幅

比較
対向車線へはみ出す

狭小幅員情報 交差点部（折進） 曲線部障害

上空障害 橋梁箇所 通行規制

特殊⾞両通⾏許可制度に関わる諸課題
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n確認作業の例と審査⽇数

5

⾞両分類I

道路台帳 + トレースペーパー

⾞両分類0

審査⽇数の推移

• 道路情報便覧の収録経路の場合は約8⽇
• それ以外の経路だと約30⽇

http://shiomi.rits-ese.jp/wp-content/uploads/2023/11/doro.pdf

特殊⾞両通⾏許可制度に関わる諸課題
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特殊⾞両通⾏許可制度に関わる諸課題
n特殊⾞両通⾏確認制度

6http://shiomi.rits-ese.jp/wp-content/uploads/2023/11/doro.pdf

道
路
情
報
便
覧
整
備
の
迅
速
化

通
⾏
可
否
判
定
の
迅
速
化

⾏
政
の
⼿
続

事
業
者
の
⼿
続

申 請
（１経路毎）

許 可 （申請した１経路のみ）

⾞両の登録
（１回のみ）

経路の検索 （確認請求）
(ウェブでいつでも検索可能)

審 査 協 議（地⽅公共団体）

決裁・許可証発⾏

通 ⾏
（許可を受けた１経路を通⾏可）

通 ⾏
（回答を受けた経路を通⾏可）

経路⾞両情報 重量
申請内容

⼊⼒情報

⾞両情報

⼊⼒情報

発着地 重量

ETC2.0 重量の
把握⽅法

発着地

平
均
約20

⽇

即
時

情報が電⼦データ化された道路について国が⼀元的に処理

WIM（⾃動計測装置）による取締り

特殊⾞両通⾏確認システム（新制度）

・ETC2.0を活⽤した経路確認
・運送依頼書等による重量確認

取締基地における取締り

特殊⾞両通⾏許可制度

経路

・取締基地における取締り
・WIMによる取締り

︵
Ｒ4

年
度
︶

通
⾏
時/

通
⾏
後

実
際
の

通
⾏

!
主経路

通⾏可能な経路を回答 （ウェブ上で即時に地図表⽰）

!

!

※ 主経路、代替経路及び渡り線については、実際には通⾏条件
に応じた⾊で表⽰されます

!
主経路
代替経路
渡り線

主経路
代替経路
渡り線

渡り線

代替経路
主経路

渡り線

⾞両条件の確認

⼈の⼿による作業

R4.4.1〜
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研究⽬的

n総論︓特⾞通⾏制度のDXによる官⺠協働の可能性検討

nテーマ1︓道路情報便覧収録データ⽣成のDX
1-1︓交差点における特⾞の折進条件判定の効率化技術の開発
1-2︓ファースト・ラストマイルにおける道路情報便覧収録技術の

開発

nテーマ2︓通⾏可否判定のDX
2-1︓個別審査経路における通⾏許可実績を活⽤した通⾏条件判定

技術の開発
2-2︓⺠間情報を活⽤した連結検討・特⾞通⾏申請の効率化技術の

開発

7
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n特⾞通⾏制度のDXによる官⺠協働の可能性検討

8

総論

Erik StoltermanのDXの定義 Herbert Spencerの社会有機体の構成要素

Society （くらし）

Public （公）

Private （⺠）

規制システム（政府）

維持システム（産業）

分配システム（情報）
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nテーマ1-1︓交差点における特⾞の折進条件判定の効率化技術の開発

【R7】 - ⾞⻑15m（⾞両分類I）・18m （⾞両分類0）の折進条件判定精度  
            の検証

 - ダブル連結への適⽤可能性検証のための折進軌跡観測調査
【R8】 - ⺠間地図データ（ゼンリン住宅地図など）の利⽤可能性の検証
【R9】 - Webで稼働するシステムのプロトタイプの構築

 - 実務担当者へのヒアリング調査などによるフィージビリティの検証

9

道路情報便覧収録データ⽣成のDX

Step 1︓地図上から
対象交差点を選択

Step 2︓AI画像処理に
より区画線など⾛⾏を
規定する地物を抽出

Step 3︓流⼊・流出
路を指定しシミュ
レーションの実⾏

Step 4︓折進条件の
判断

B

14



道路情報便覧収録データ⽣成のDX
nテーマ1-2︓ファースト・ラストマイルにおける道路情報便覧収録

                 技術の開発と実フィールドでの検証

10

上空障害 橋梁箇所 通⾏規制

狭⼩幅員情報 交差点部 曲線部障害

令和３年度道路情報便覧更新作業説明会より引⽤

①デジタコ・ドラレコ
データ収集

②データ
クラウド登録

④便覧収録情報

③データ処理

実務担当者【R7】 - モデルとなるフィールド1
         （枚⽅市に協⼒依頼済み）での技術開発と検証
【R8】 - モデルとなるフィールド2（草津市を予定）での検証
【R9】 - 他地域への⽔平展開

15



特⾞通⾏許可審査のDX
nテーマ2-1︓個別審査経路における通⾏許可実績を活⽤した通⾏条件

                判定技術の開発

11

Step 1︓⾞両諸元・対象
スパン・交差点の⼊⼒

Step 2︓データベースの
検索

• 通⾏許可ログデータ
• ⾞検証データ
• ETC2.0点列データ
（⾞両諸元と紐付け可能であれば）

枝番 折進先交差点番号 折進条件
1 5235370666 －
2 5235370888 Ｂ
3 5235370912 Ｃ

Step 3︓通⾏条件の出⼒

【R7】 - 対象エリアの選定・データの収集とデータベースの構築
【R8】 - データベース検索システム・条件判定モデルの構築
【R9】 - Webで稼働するシステムのプロトタイプの構築

 - 実務担当者へのヒアリング調査などによるフィージビリティの検証

16



特⾞通⾏許可審査のDX
nテーマ2-2︓⺠間情報を活⽤した連結検討・特⾞通⾏申請の効率化技術

  の開発

12

国交省

の

仕組み

⺠間での管理

特⾞制度(1)

連結検討(2)

トレーラ情報

トラクタ情報

【R7】 - 運送事業者が保有する⾞両情報の精査
 - 道路局・物⾃局との制度⾯・仕組み⾯での連携可能性の検討
【R8】 - 既存システムとの接続可能性の検討
【R9】 - プロトタイプの検討

17



株式会社トランストロン （代表事業者）

© 2025 TRANSTRON Inc.

【ご紹介】
令和7年度 物流イノベーション実装⽀援事業

新モーダルシフトを進める
ＤＸ型トレーラ・トラクタ⽅式の基盤実装事業

スマート物流研究⼩委員会

2025年11⽉22⽇
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1

物流イノベーション実装⽀援事業とは

© 2025 TRANSTRON Inc.

出典︓国交省HP
https://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/fr
eight/content/001894446.pdf
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トレーラ管理⾼度ＤＸ化協議会のメンバー事業者

2© 2025 TRANSTRON Inc.

内航RORO船 船社 利⽤運送業者

GPS捕捉機サービスベンダートレーラ⾞両メーカー

その他

ＴＹ

Ｆ

Ｎ

トレーラ管理⾼度Ｄ
Ｘ化ＰＦ

（準備中）

共同提案体
参画メンバー

20



新モーダルシフトを進めるＤＸ型トレーラ・トラクタ⽅式の基盤実装事業

3© 2025 TRANSTRON Inc.

本件事業構想は【トレーラ・シェアリング基盤】【特⾞通⾏申請簡易・迅速化基盤】で構成されるが,本年度は⾚枠範囲を提案

21



本事業における共同提案体の構成事業者

4© 2025 TRANSTRON Inc.

トレーラ管理⾼度ＤＸ化協議会（※p.6でご説明）の当初からのメンバーの内、
５事業者で共同提案体として実装⽀援事業へ応募した。

《代表事業者》 トランストロン※1 代表取締役社⻑ 林瑞泰 （伊賀匡⼰）

《分担事業者》 商船三井さんふらわあ※2 代表取締役 ⽜奥博俊（志⽔忠賢）
川崎近海汽船※2 代表取締役社⻑ ⼭⿅徳昌（中越公⼀）
ワイズ・ラブ※3 代表取締役 内橋由利⾹（内橋義⼈）
⽇⽶電⼦※3 代表取締役社⻑ 湯淺⽶男（有⽥裕也）
データバイザー※4 代表取締役 島⽥孝司

※１ サービス開発及びＧＰＳ補⾜機情報提供インタフェース開発
※２ サービス利⽤及び⾞両情報の提供
※３ ＧＰＳ補⾜機情報提供インタフェース開発
※４ サービス企画・マネジメント・知的財産権
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物流イノベーション⽀援事業採択の通知（国⼟交通省HPより）

5© 2025 TRANSTRON Inc.

▼国⼟交通省 HPに掲載された採択事業⼀覧

23



本事業の⽬的、効果、波及範囲、広報シナリオ

6© 2025 TRANSTRON Inc.

【⽬的】
企業間の契約に基づきトレーラの位置情報を共有する⽔平連携型サービスを構築し、利⽤可能（シェアリングできる）トレーラの選択肢を増やし、
⻑距離物流の効率化に貢献する。
【効果】
位置情報の管理の簡易化がトレーラの効率的な利⽤に寄与したかをＫＰＩとする。
具体例 （１）トレーラ検索時間 １分未満 （２）輸送の効率化 各種指標可視化

【波及範囲】
トレーラ・トラクタ⽅式で必要となる特⾞通⾏制度や
連結検討等の『国の制度』を⼀気通貫する基盤を
将来的に構築し、海運に限らず幅広いモードでの利⽤を
想定
⻑距離輸送全般に寄与する仕組みを⽬指す

【広報シナリオ】
上記『国の制度』を⼀気通貫する仕組みは他に例がないの
で、全国的に多様な業界の輸送で利⽤して貰える様に、
国⼟交通省と連携してメディアを選定し広報シナリオを策定
する

24



7

⽀援事業後を⾒据えたビジネス化検討

© 2025 TRANSTRON Inc.

R7-3Q R7-4Q R8-1Q R8-2Q R8-3Q R8-4Q

トレーラ
シェアリング
基盤

特⾞申請
簡易迅速化
基盤

物流イノベーション実装⽀援事業

▲Goal 1
R8年度における商⽤化判断

ビジネスプラン
ビジネススキーム

検討
（トレーラ
トラクタ）

近畿地⽅整備局 新都市社会技術融合創造研究会

▲R8上期における商⽤稼働判断

契約⽅式
検討

事業と基盤の有効性/課題抽出

基盤改修

実証⽀援事業（仮）への公募

▲Goal 2
R9年度におけるシェアリングと
特⾞システムの商⽤化判断

シェアリングに関わる契約書類準備
および法規対応

チェックポイント

ビジネスプランの検討結果で線表再検討

国交省への特⾞申請Web化相談
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国からの各種⽀援を有
機的に連携し、多くの事
業者が使える基盤に発

展させる

連
携
#
$
展
開

参考）今回の実装⽀援事業応募の基礎となっている協議会の経緯

8© 2025 TRANSTRON Inc.

①
23/12/7 ②

24/1/25 ③
24/3/13

④
24/5/16 ⑤

24/8/2 ⑥
25/2/19

⑦
25/7/7

24/
7/19

25/
8/13

モーダルシフト加速化補助

物イノ⽀援

2023年度 2024年度 2025年度
2Q 3Q 4Q 3Q2Q 3Q 4Q1Q 1Q 2Q 4Q

Ｒ６年度モーダルシフト加速化補助⾦ 2案件 採択

Ｒ７年度物流イノベーション実装⽀援事業特定

⽔平連携にハードルの低い
内航海運を中⼼に準備

ハードだけでは実現できない
プラットフォーム(PF)化の準備

26



参考）Ｒ6年度モーダルシフト加速化補助⾦の実績

9© 2025 TRANSTRON Inc.

海上トレーラ管理⾼度ＤＸ化協議会 として、応募した2件が 2024/7/19に
交付決定された（GPS捕捉機の導⼊費⽤分のみであり、他より１桁⼩さい）。
M10040:川崎近海汽船＋センコー汽船
代表︓川崎近海汽船 代表取締役社⻑ 久下豊 （当時）
M10051:商船三井さんふらわあ＋幸楽輸送
代表︓商船三井さんふらわあ 代表取締役 社⻑執⾏役員 ⽜奥博俊

（当時のサイト） https://pacific-hojo。com/modalshift/assets/data/koufu_list。pdf
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Thank you

© 2025 TRANSTRON Inc。© 2025 TRANSTRON Inc.
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2025年11⽉22⽇

スマート物流研究⼩委員会

物流イノベーション実装⽀援事業
『新モーダルシフトを進めるＤＸ型トレーラ・トラクタ⽅式の基盤実装事業』

及び
近畿地整の新都市社会技術研究

『官⺠連携による特殊⾞両通⾏制度のデジタルトランスフォーメーション』
補⾜資料

データバイザー株式会社/⽴命館⼤学
島⽥孝司
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物イノと近畿新都市で解決したい「⽔平連携の阻害要因」

2 © データバイザー 2025

【既存の制度】
連結検討・特⾞制度で求められるコンプライアンス⾯

a)物流・⾃動⾞局の管轄 《連結検討》
a-1)トレーラ⾞検証の連結検討対象型式71以上の課題解消
a-2)トレーラメーカーからの⾞両諸元情報の提供 ⇒ JABIA

b)道路局の管轄 《特⾞制度》
b-1)道路情報便覧のラストマイル分収録の簡易迅速化 近畿
b-2)特⾞通⾏申請許可システムでの⺠間情報活⽤相談

c)道路局の管轄 《⾼速道路》
c-1)⾼速道路料⾦の⻑距離低減制度

【今後安全性強化の為に求められる要件】
物流・⾃動⾞局から内々で相談されている件

d)トレーラの安全性として 実⾛⾏距離 を常時把握し、
例えば、３ケ⽉点検時にその間の⾛⾏距離を把握することは、
整備の観点で「⼀丁⽬⼀番地」とのこと。

物

物 近

物 近
近

物 近
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3 © データバイザー 2025

阻害要因 a-1)トラクタとトレーラの⾞検証の関係（抜粋）

⾃動⾞登録番号
⾞台番号

登録年⽉⽇/交付年⽉⽇
⾞名
型式

⾃動⾞の種別︓トラクタ

けん引⾞・被けん引⾞ 型式ID(01)

第５輪荷重

けん引⾞・被けん引⾞ 型式ID(70)

…
…

…

⾃動⾞登録番号
⾞台番号

登録年⽉⽇/交付年⽉⽇
⾞名
型式

⾃動⾞の種別︓トレーラ

けん引⾞・被けん引⾞ 型式ID(01)

第５輪荷重

けん引⾞・被けん引⾞ 型式ID(70)

…
…

…

xxxx改

《別紙に整理》 道路運送⾞両法 第58条第2項 及び
同法施⾏規則 第35条の3第1項第14号イ、第35条の4第1項第5号、第2項

31



阻害要因 a-1)連結検討対象型式71以上の課題解消

4 © データバイザー 2025

a-1)トレーラ⾞検証の連結検討対象型式71以上の課題解消

1型式⽬
2型式⽬

70型式⽬
69型式⽬

3型式⽬
⾞…

1型式⽬
2型式⽬
3型式⽬
附…

⾞
検
証

附
票

型式数が70以下牽引するトラク
タ類の型式数 型式数が70超

AIRIS(≒MOT
AS)で管理されて
いる範囲はデジタ
ル化されており、今
回新たに追加する
分【あいう】は当然
把握できているが、
『附票』に記載され
た分はデジタル化
されないので、別
途情報収集する
⼿段が必要。

追
加 1型式⽬ あいう

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
,
-
取
得
可
能

あいう

⾮
3
4
5
6
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5 © データバイザー 2025

トラクタ（型式・類別毎） トレーラ（個⾞毎）
提⽰するもの 型式・類別 ⾞台番号

提
供
頂
$
%
&
'
(

共通１ 型式・類別 ⾞台番号

共通２
前軸の輪距
後軸の輪距
軸間の⻑さ（Ｌ１）

後後軸の輪距
後前軸の輪距
軸間の⻑さ（Ｌ４）

特⾞制度

型式
類別（型式の補助）
カプラ・オフセット ※
フロントオーバーハング ※
前前軸のタイヤＳ／Ｄ
後後軸のタイヤＳ／Ｄ

型式

フロントオーバーハング

連結検討

カプラまでの⾼さ
前まわり半径
すそまわり半径
荷台オフセット
重⼼⾼
⽅向指⽰器 許容ワット,ワット

カプラから上の⾼さ
前まわり半径
すそまわり半径
荷台オフセット
重⼼⾼

トラクタは型式あれば ※ のみが必要

阻害要因 a-2)⾞両諸元情報のデジタル化
a-2)トレーラメーカーからの⾞両諸元情報のデジタル提供
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阻害要因 b-1)ラストマイル分収録の簡易迅速化

6 © データバイザー 2025

b-1)道路情報便覧のラストマイル分収録の簡易迅速化
デジタコ・ドラレコを⽤いた道路情報収集技術の概略

⽤いる技術の代表例 特許出願済
１）デジタルタコグラフが装備する各種センサー技術
２）ドライブレコーダー動画の解析技術
３）蓄積した膨⼤なプローブ情報の解析技術

市区町村
の担当者

情報
収集

膨⼤な
データ
解析

最終的
な⼈の
確認
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（枚⽅市 サンプル地点） 学会で発表してはダメ

7

市道に接する物流拠点

市道に接する⼯事現場

7 © データバイザー 2025

阻害要因 b-1)ラストマイル分収録の具体化
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阻害要因 b-2)⺠間の情報を特⾞制度・連結検討⽤に集約

国交省

の

仕組み

スマート特⾞管理（⺠間での管理）

特⾞制度

連結検討

トレーラ情報

トラクタ情報

これまで、トレーラ・トラクタ⽅式がある企業（或いは企業グループ）
内での利⽤が多かったため、特⾞制度⽤の情報や連結検討⽤の情
報をトータルで管理する意識が少なかった。
今後は、これを「スマート特⾞管理」として、特⾞制度・連結検討・ト
レーラ相互使⽤に⽤いることができる様に、クラウド上で体系的に集約
管理する。 このクラウドを『特連相』と略して呼ぶ。

特連相
8 © データバイザー 2025
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トレーラＰＦ

阻害要因 b-2)特連相の情報収集を⺠間で実施

9 © データバイザー 2025

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
ʻ1ʼ ⾃動⾞登録

№(全⾓12桁)
⾞台
番号

GPS捕捉機ベンダー
識別(半⾓2桁)

機種ID（半
⾓3桁）

GPS捕捉機ID
(10桁)

⺠間情報集約サービサー

AIRIS 国交省
情報公開請求

トレーラ
メーカー

トレーラ所有者
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阻害要因 d)物イノでのＫＰＩ

10 © データバイザー 2025

物流イノベーション実装⽀援事業におけるKPIの効果検証テーマ
・トレーラ検索時間
・輸送の効率化

︓1分未満 [電話確認に5分かかると想定]
︓利⽤可能なトレーラの可視化、 トレーラ⾛⾏距離の可視化

会社毎、トレーラ種別毎、トレーラ個⾞単位
でどの地域に、どれ位の頻度で、どれ位の時間
滞在しているかを先ずは可視化してみる。同時
に、トレーラ個⾞単位の⾛⾏距離を推定する。

Ａ社
６０台(GPS捕捉機付)

Ｂ社
６０台(GPS捕捉機付)
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11 © データバイザー 2025

H29.2.21通達の確認 及び ⽔平連携に対する阻害要因

特⾞制度連結検討制度連結検討制度
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研究部会1 研究部会2 氏名 所属 キーワード

山田 忠史 京都大学大学院 物流MaaS・技術経営・スパコン

田名部 淳 株式会社 地域未来研究所 物流MaaS・技術経営

車両運用制度研究部会 塩見 康博 立命館大学 特車・車両挙動・インフラ設計

岡 英紀 一般財団法人 計量計画研究所 立地戦略・特車

Ali-Gul Qureshi 京都大学大学院

Jan-Dirk Schmöcker 京都大学大学院

マルチモーダル物流研究部会 相浦 宣徳 北海商科大学大学院 マルチモーダル

秋田 直也 神戸大学 マルチモーダル

磯谷 公嗣 株式会社 トランストロン

加藤 博敏 復建調査設計株式会社 マルチモーダル，自動運転

次世代物流システム社会実装研究部会 坂井 勝哉 大阪大学大学院 電動化

佐久間 翔一 佐久間行政法務事務所 特車．DX，プラットフォーム

佐野 可寸志 長岡技術科学大学大学院

柴崎 隆一 東京大学大学院 挙動分析，モーダルシフト

島田 孝司 立命館大学 特車，物流MaaS

須﨑 純一 京都大学大学院

竹内 新一 株式会社 地域未来研究所 物流MaaS

塚井 誠人 広島大学大学院 物流効率化

坪田 隆宏 愛媛大学 特車折進

中尾 聡史 京都大学大学院

服部 宏充 立命館大学 マルチエージェント

兵藤 哲朗 東京海洋大学 ダブル連結ほか

ダブル連結・自動運転車両運用研究部会 平田 輝満 茨城大学 自動運転・隊列走行

松本 修一 文教大学 運転挙動

毛利 雄一 一般財団法人 計量計画研究所

安田 昌平 東京大学大学院

渡部 大輔 東京海洋大学 拠点整備
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